
９月   10月の星空

※上弦、下弦は半月です。
※天王星、海王星は肉眼では見えません。

９月・１０月の主な天文現象
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郡山の日の出・日の入 月の満ち欠け
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金星が西方最大離角

　夏から秋へと季節が移り、宵空では東から続々と秋の星座たちが姿を見せています。秋の星座は明るい星が少なく
落ち着いた印象がありますが、その中に２つ、存在感を放つ星が見えています。土星と木星です。８月では宵空に土星
が見えていたのに対し、木星は夜中ごろにようやく東の空から昇り始めていました。そして秋を迎え、９月中旬を過ぎ
ると土星と木星が同じ宵空に見えるため、２つを一緒に探すことができます。さらにこの２惑星と月との共演にも注
目です。10月24日には月と土星、10月29日には月と木星が並びます。月は日々場所を変えていくため星探しの目印には
できませんが、その日その日での惑星との共演をお楽しみください。
　月は昔から私たちにとって身近な天体です。特に中秋の名月の日には、夜空に浮かぶ月を眺めてお月見をする習慣
があります。今年は９月29日が中秋の名月です。中秋の名月は旧暦での８月15日の夜の月を指し、十五夜の月とも呼び
ます。この日の月をめでる習慣は、平安時代に中国から伝わったと言われています。日本では農業の行事とも繋がりが
あり、この時期は里芋が収穫できることから、中秋の名月を「芋名月」とも呼んでいます。酷暑
だった今年の夏が終わり、少しずつ涼しくなってきます。秋風を感じながら、お月見の文化に
ぜひ触れてみてください。

場所：郡山駅歩行者連絡橋(7月)
　　　郡山駅西口駅前広場(8月)

場所：郡山駅歩行者連絡橋(9月)
　　　郡山駅西口駅前広場(10月)
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